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・地震の情報を整理・分析し、災害予防のためのツールとして提供することを考えた WEB サービス 

・気象庁が公開している一元化震源のデータをベースに蓄積した 1983 年からの全震源データを利

用して、地震の発生状況を地図上に表示し、可視化しています 

■■■ 保持している地震イベント ■■■ 

 

■■■ 可視化 ■■■ 

                 

       

データ数：300 万件 
・1983 年から 

・Mマイナスから 
※マグニチュード３以下の微小地

震も収集し、整理することで、新た

な知見が見られる。 

【地図】 

日本で発生 

した震源分 

布を地図上 

に表示 

マグニチュード毎の地震発生件数 

【3D】 
地下での地震 

発生状況を 

3D 化 

 

【グラフ】 

時系列など 

の地震発生 

状況の可視 

化 

 

 

キーワード 

地震クイックアナライズサービス 
神庭 幸男 

(株)ナレッジフォーサイト 

Geo Activity Festa 

地震、火山、一元化震源 
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           図 愛知工業大学八草キャンパスの 3 次元点群データ 
 

キーワード 

ネットで確認できるキャンパス３次元防災マップ 
愛知工業大学 

中村研・小池研・山本研 

Geo Activity Festa 

防災マップ，３次元，点群，キャンパス 

≪ Twitter 用原稿 ≫ 

愛知工業大学においては，地震などの発生時における避難経路が指定されており，紙に印刷された地

図に記入され，入学時に学生に一斉配布されるとともに，各講義室の一角に吊り下げられている．紙

媒体であるために，（１）確認したいときに容易に手に取ることができないこと，（２）２次元表示で

あるために，避難経路の高低差が把握できないなど，防災マップとしては改善すべき点がある． 
 
 本研究では，避難経路としての安全性（危険性）を調査した結果を，キャンパスの３次元点群デー

タを基にして３次元的に視覚化し，インターネットに接続された携帯端末で確認できる３次元防災マ

ップを提案する．３次元点群データは，UAV による空撮写真と，歩きながら撮影した写真を基にして

生成されたデータである．空撮写真からの点群データは，建物の屋根が欠落せずに点群として表示さ

れるため，防災マップを俯瞰した場合に，建物を認識しやすくできる利点がある．徒歩による場合に

は，空撮では視野が遮られてしまうような建物裏や窪地などを点群データ化することができる． 
 
 3次元点群データを基盤とする防災マップであるため，（１）現実を極めて忠実に表現しており，防
災の観点から，避難路の高低や建物との位置関係などが，容易に把握できる，（２）利用者が自由な視

点から必要な角度で避難経路を確認できる，（３）クラウドサービスにより，利用者が好きな場所で好

きな時間に避難経路を確認できる，（４）3次元 CADデータを点群データに重ねあわせて表示するこ
とで，避難経路上の安全性（危険性）を具体的に把握することができる． 
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【概要】 
 本システムは、災害発生など非常時に、初期対応を担当する土木事務所や調査・設計・測量関

係の民間団体などの、被害情報の把握や復旧作業への迅速な対応の支援をするものです。 
 災害発生時、携帯・スマホ・PC など手元の通信手段によるメールにより、参集すべき職員の安

否と参集状況確認と同時に参集途中の被害状況・交通情報の写真を添付することで、情報共有と

同時に初期の被害情報の把握や迅速な対応準備を可能にすることをめざしています。 
 フェスタの展示ブースでは、地理院地図・基盤地図情報を利用した関連する業務システムと併

せて本「職員参集確認システム」を紹介し、オープンソースを使用した情報共有プラットホーム

についての今後の活用について提案・意見交換を行いたい。 

◎災害時の情報共有システム 画面概要 

◇投稿写真とPCからの被害情報

登録を同時に表示 
◇対応機関・未処理情報を色分

け、対応状況を一目で確認 

◇参集状況と

途上の投稿履

歴を確認 

◇日常の各種業務で使用

する共通プラットホーム

により操作感が統一、 

◇日常から官官・官民が

連携した業務で使用して

いるので、非常時の運用

移行がスムーズに！ 

キーワード 

官民連携の情報共有プラット 
ホームによる職員参集システム ＧＩＳ大縮尺空間データ

官民共有化推進協議会 

Geo Activity Festa 

防災、Ｇ空間プラットホーム、オープンソース、地理院地図、産官学連携 
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キーワード 

ご近所防災マップ 
Code for SAITAMA 

古田武士 

Geo Activity Festa 

自治会と作る防災マップで自助・共助の情報共有 
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【空き家調査管理システム ふるさぽマップ】 
 

NPO 法人ふるさと福井サポートセンターが２０１５年６月より、全国自治体向けに空き家調査管理

システム「ふるさぽマップ」のサービスをはじめました。 

平成２７年５月２６日、空き家特措法（空家等対策の推進に関する特別措置法）が本格的施行され

ました。それに伴い、市町村は空き家対策計画を策定することができるようになります。空き家の

状態を調査しなければならないのですが、その調査結果をデータベース化する必要がでてきます。

データベースには、調査、管理等の業務が発生します。「空き家管理調査システムふるさぽマップ」

は調査を、iPad に搭載されたシステムで行います。地図、データ入力、写真撮影等の機能を備えて

います。また、調査データはパソコンに搭載されたデータベースシステムで一元管理します。 

一方で、調査は、外部調査会社で行うことが多いでしょう。NPO 法人ふるさと福井サポートセンタ

ーでは、地元のまちづくり団体で調査できる教育プログラムも用意しているため、協働のまちづく

りを推進している市町村にとっては、効果的な協働の企画とも言えるでしょう。調査はまちづくり

団体、管理は行政と分業化も可能です。 

あわせて、空き家調査は特定空き家の選定だけではなく、特定空き家の予備群をどう適正管理して

いくか、もしくは利活用につなげるかがこれからの空き家対策と言えます。そういう意味でも年々

増えていく空き家調査は、随時最新に近い状態の作業が必要とされるでしょう。 

MPO 法人ふるさと福井サポートセンターは、空き家の調査から管理までをトータルサービスとして

業務委託が可能です。 

 
今回のプレゼンテーションでは、利用対象者である行政職員の立場から業務改善のお話をいたしま

す。調査に始まり、空き家対策として大きなテーマである空き家流・通利活用の展開を時系列にお

話いたします。空き家に関する行政業務は年々、行政職員だけでは対応できないくらいのものにふ

くらんでおり、人口減少と合い重なりスピードも要求されています。 
このシステムは、行政と住民の協働活動のアイテムとして活躍するサービスです。 

キーワード 

空き家管理調査システム ふるさぽマップ ＮＰＯ法人ふるさと福井サポートセンター 

理事長 北山 大志郎 

Geo Activity Festa 

空き家調査 空き家利活用 まちづくり 行政との協働 人口減少問題 
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現地調査において、紙の地図及び台帳を印刷し、調査結果を記入していた時代から、現在はスマ

ホ、タブレットにおける各種調査のシステムに進化しつつあります。 

しかし実際には、タブレット等により現地で多数の物件調査を行ってみると、現地の状況を目

視で確認し、首を下にしてタブレットの入力を行うと、頭を動かす動作が多くなり、かなりの疲

労感に見舞われます。 

そこで、タブレットの画面をスマートグラスに置換えることで、入力時の目線の動きを最小にして、もっと

楽に入力ができるようになるデバイスとシステムを提案します。 

本システムは、位置情報はもちろん、音声認識やジャイロセンサーによる入力支援が行えるの

で、両手も空き、前を見ながら安全に普通の歩行調査が可能になり、もっとも普段の動きに近い

デジタル入力ができる装置となっています。 

 
【システム概要】 
 
 

 

 

 
 
 
 
《想定している活用シーン》 
① 現地調査におけるスマートグラスシステム 

  標識調査、街路灯調査、樹木調査、などのフィールド業務に加え、 

建設現場などにおいて、現地における情報入力をスマートグラスの 

画面を見ながら手を使わずに作業することが可能です。 

 

② 地下埋設物等の AR 表示機能 

  位置情報ごとに平面図のデータベースから図面を取り出して表示し、 

  ジャイロセンサーを方位に合わせ AR 的に画像を動作させて地下埋設物 

など現場では見えない情報を視覚化することができます。 

 

 

音声入力 

ジャイロセンサー 

GPS・方位 

AR 機能 

キーワード 

スマートグラスを用いた現地調査入力システム 
株式会社デバイスワークス

加賀屋太郎 

Geo Activity Festa 

ウェアラブル、GPS、現地調査、情報入力、スマートグラス 
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CanSatとは？ 
模擬小型人工衛星 (CanSat) とは空き缶サイズの人工衛星のことであり，本物の人工衛星の開
発に向けた教育プログラムとして，世界的に普及している．多くの CanSat競技は気球もしくは
ロケットにより数百～数千メートル上空まで運び，上空で投下後，パラシュートや翼型の減速機

構を用いて降下するのが一般的である．CanSat競技大会には，能代宇宙イベント（8月）や国
際大会 ARLISS（9月）がある． 

CanSat Mapping 
3D 地球マップ上に世界中の CanSat 開発チームの情報を付与することで，開発拠点と CanSat
のミッション，設計コンセプトなどをひとつのプラットフォームに統合している．さらに，地図

上の CanSat競技開催地には競技を行った CanSatの GNSS移動軌跡が表示されており，特に上
空での CanSatに関する情報を世界規模で共有することができる． 

宇宙工学の未来に向けて 
人工衛星には必ず GNSS 機器が搭載されており，模擬人工衛星（CanSat）も同様である．しか
し，それらの情報を世界規模で共有するという試みはなかった．しかし，今後の宇宙開発の発展

に国際協力は欠かせない．CanSat Mappingは人工衛星に当たり前に搭載されている GNSS機器
やその他のセンサの情報を，3D地球マップ上で国際的に共有し，視覚的に分かりやすくした．こ
れにより，技術の共有に加えて，新しい知見の創出を促したい． 

キーワード 

CanSat Mapping で拓く宇宙工学の未来 
CanSat Mapping 製作委員会 

（大学宇宙工学コンソーシアム， 

首都大学東京 渡邉英徳研究室） 

代表：平澤 遼 

Geo Activity Festa 

宇宙工学，模擬小型人工衛星（CanSat），情報共有ツール，GNSS 移動軌跡 
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国土交通省が 2014 年 11 月より策定している「新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等

のあり方」にある、まちの活力と個性を支える都市公園の運営と活用を目指し、「公園へ行こう」チームは

進化しつつある地域連合公園、公園の集会場、町内会の自治会館、街内拠点、企業を拠点としたイベント

等での、近年の質の高い映像、音響のビジュアル・オープンデータの、新たらしい刺激的で革新的な、多

くの人に興味を持ってもらえ、市民、社会に役立たせることのできる見せ方に取り組んでいます。 
前面・床面・左右側面の４方向の壁面全てに映像が投影されます。人の視界全てが映像となるため、ま

るで映像の中に“没入”したかのような感覚に囚われます。宇宙空間・空中等の映像では浮遊しているよ

うな感覚となり、時空を超える演出等では、通常のアミューズメント施設でも成し得ないほどの“迫力あ

る映像”と左右 2つのスピーカーだけの一般的なステレオ機器で、音を前後左右自在に飛び回せる迫力あ
る３Ｄ立体音響を体感することができます。公園が人と人を繋ぐ人的ネットワークの拠点となります。 

 
徒歩、車いす、ベビーカーで市民誰でもが積極的に公園、買い物、レストラン、観光、仕事に外出でき

る街造り、交通権確立をめざした、バリアフリー、車の少ない道を優先的に選択する ChairNaviアプリ、
ルート上の誘導ブロックを追従する自動小型電動車、一般道路を自動車と共有するライン追従低床式連接

バスと空中映像投映による公共交通管制空間、道路上に明示できる公共都市内交通と地域徒歩交通の路線

設計による都市再設計、次世代に残す LODビジュアル・オープンデータの標準化に取組んでいます。 

 

キーワード 

空間浮遊散歩 地球空間、宇宙空間の未来へ 
G 空間未来プロジェクト[公園へ行こう]チーム  

竹内久知、両角佳代子、齋藤浩一 

Geo Activity Festa 

４面投映、3D サウンド、バリアフリー道路、未来都市交通、 

ビジュアル・オープンデータ 
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キーワード 

Geo Activity Festa 

スカイマップ(株) 三田友規、井上覚 

ヒートアイランド、東京五輪、サーモマップ®、立体模型、ヘリコプター 

立体模型で見るヒートアイランド東京   -五輪に向けて涼しい場所、緩和すべき場所を調べよう- 

E-mail :  skm@skymap.co.jp Twitter :  @tmnr0202 
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撮影位置の計算 G-Map GNSS 受信機はカメラがシャッターを切った瞬間の時刻を記録しています。

G-Map GNSS は 0.2 秒間隔で衛生データを受信し、受信機の時計を校正しています。カメラがシ

ャッターを切ると接点信号が受信機へ送られ、衛星時刻と受信機のタイマーの補間計算により撮影時

刻を 1/1000 秒で受信機に記録することができます。  

キーワード 

G-Mapで対空標識が不要になる写真計測 
株式会社快適空間ＦＣ 

岡田 信一 

Geo Activity Festa 

１周波受信機、カメラ位置、シャッター時間のログ 

RTK-POST、画像による点群抽出、 

0.2 秒ごと衛星データを受信 
受信機の時計を校正 

シャッターを切ると、接点信号が、

受信機へ送られる 

10：01：52.000  10：01：52.200  10：01：52.400   10：01：52.600   10：01：52.800 

                          10：01：52.482 

受信機のタイマー時計により正確な時間を計算 
この撮影時間の前後の時間における位置情報か

ら撮影位置を計算します。 

G-Map は、対象エリアに於いて事前に対空標識を入れる工程を削減しました。 
通常、UAV による写真計測は計測区域の中に 3 点以上の対空標識を事前に設置し、撮影した画像を

3D ソフトで画像処理します。その後、事前に計測した対空標識の値を算入することで 3D データを

世界測地系にデータに変換する方法が一般的でした。しかし、事前に対空標識を測定する作業が工程

的にも費用的にも大きく難問でした。（下記；ダム堤体の掘削計測＝対空標識 GPS で計測） 
 

写真処理；UAV で撮影された撮影画像を読み込み、GNSS 解析された飛行構成データから撮影位置を

計算します。写真解析で精度を確保するために最適な撮影間隔の撮影画像を抽出し、ＳｆＭ解析ソフト

に必要な位置情報ファイルを生成します. 
本システムは、G-Map GNSS 受信機を搭載した UAV で飛行し計測されたデータから、GNSS キネマティ

ック解析を行い、画像処理後の撮影位置データが世界測地系のデータを算出するシステムです。 
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地形形状計測ソフトウェア（ImageMatch3D）は、自然地形の特徴点と対応点を画像から自動で取

得し地形形状を距離 100 メートルで±2 ㎜の高精度で再現できるソフトウェアです。昨年の展示で

は、たくさんのお客様にお声をかけていただき、中でも、ドローンを用いた土砂災害防止のための

地すべりや土砂崩れ現場での安全な地形測量に関心を持っていただきました。現状では、地すべり

対策を行う際、現場を踏査して測量する危険な作業を行っており、残念ながら、浜松市天竜区原田

橋では、監視中の事故もありました。現時点では、研究段階ですが、ImageMatch3D を用いることで、

これを遠隔から安全安心に測量したいという深刻なニーズを満たすことが出来ます。 

実際、地すべりや土砂崩れ対策のシミュレーション等を専業にしているコンサルタント（株式会

社村尾地研様（富山県））が、安全安心に測量し、シミュレーションを行う用途に使用していただけ、

さらに、土砂崩れ対策の工事を行う地場ゼネコン（中村建設様（浜松市））が、実際の土砂崩れ現場

（原田橋付近）で、建機ロボットを用いた情報化施工のための起工測量用途で使っていただけるこ

とになりました。他にも、海岸線の計測など実績が出来つつあります。 

 今回は、プレゼンテーションでは、土砂崩れ現場の測量応用事例を中心に報告させていただきた

いと思います。去年より進化したところは、 

 ・ドローンで移動しながら撮影した連続画像に対応するため複数画像からの SfM(ストラクチャー

フロムモーション)による三次元計算をソフトウェア実装しました。SfM とは、 カメラの視点を変

えながら撮影した画像群において、 同一と判別できる多数の点をトラッキングすることで、 その

３次元幾何 (Structure) とカメラ姿勢変化 (Motion) を算出する技術です。 図１に連続する画像

のカメラ位置の計算事例を示します。点の部分がカメラ位置です。 

 ・計算されたカメラ位置の拘束条件からノイズである誤対応点を自動削除する機能をソフトウェ

ア実装しました。 

 ・土砂災害防止法に基づく監視業務や対策のための安全な測量の実例を示します。図２に、浜松

市天竜区原田橋（国道 473 号線）の大規模崩落現場の画像を示します。 

    

図１ 連続する画像のカメラ位置の SfM 計算事例  図２ 浜松市天竜区原田橋（国道 473 号線） 
 
(株)アモーガイメージングは、静岡県浜松市にある光産業創成大学院大学発のベンチャー企業です。 

キーワード ドローン測量、土砂災害防止法、情報化施工、起工測量、防災 

地すべり現場での情報化施工のためのドローンによる地形測量 
(株)アモーガイメージング 

（代表 花嶋正昭） 
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G 空間情報によるニュースポーツ 

「G空間トレイルランニング」 

あおき地理情報 
システム研究所 

青木 和人 
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キーワード 

空間にかかわるコンテンツを協創できる擬似 

空間動画作成 Web サービス MeLocatioN 

首都大学東京大学院 観光科学域  

MeLocatioN プロジェクト (代表：池田 拓生) 
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■じじばばウォッチとは 
 「じじばばウォッチ」は、2014 年の秋から冬にかけて開催された国土交通省主催「地理空間情報に関す

るアプリケーション・サービス普及促進業務：G 空間未来デザイン」内で開催されたアイディアソンをき

かっけに誕生したアイディアです。このアイディアは、地理空間情報を利用したスマートフォン用ゲーム

アプリを活用し、次の目標を実現することを目指しています。 
 子どもたちが高齢者とコミュニケーションをはかるようになり、地域内での多世代交流が創出さ

れる。 
 高齢者による地域の見守りパトロール活動を盛んにし、地域の防犯強化を行い、子どもたちを危

険から守る。 
 高齢者の外出が増えることで、高齢者の日常活動量増加・健康な高齢者を増やす。 

 
■ゲームアプリ・コンセプト 
 地域に住む高齢者たちに子どもたちの見守りパトロール活動を行ってもらいます。その際、高齢者たち

には「妖怪」の役割を演じてもらい、その妖怪を子どもたちがスマートフォン用ゲームアプリを使用して

発見していきます。ここから「じじばばウォッチ」の「ウォッチ」には２つの意味が込められています。

第一に、見守りパトロール活動を通じて、高齢者たちが子どもたちを「見守る」ということ。第二に、子

どもたちが高齢者たちを「見つける」というものです。 
 

  
（左）じじばば「ウォッチ」に込められた 2 つの意味、（右）ゲームアプリ・イメージ 

 
 上記のコンセプトにもとづき、現在ゲームアプリの制作を進めております。私たちの取り組みにご賛同

いただける企業・自治体・団体の方を探しております。 
 
 

キーワード 

じじばばウォッチ チームじじばばウォッチ（代表：菊地 映輝） 
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だれでもガイド！ 首都大学東京 倉田研究室 
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効果 
地域の文化、体験、記録を楽しみながら住民 
間で共有する事ができるようになり、親子な 
ど世代間で郷土史などが継承されていきます。 
これにより、地域を愛する心が育まれ、地域 

活動の参加推進につながります。 

 

課題と目的 
現代社会は、ご近所のつながりがうすく、地域への帰属意識も希薄化しています。 
これら課題を地域で解決するためには、地域の文化や体験を位置情報とともに記録できる

アーカイブシステムと、その情報を楽しみながら共有できるアプリケーションを統合した

プラットフォームが必要であり、そのプラットフォームによって、地域住民による情報共

有が重要だと考えます。 
 

ゲーム感覚の地域文化アーカイブプラットフォーム 
地域の方が写真とその場所の思い出(エピソード)を位置情報と共に専用Webサイトから登録

します。写真は昔のものでも構いません。この登録された写真と思い出(エピソード)と位置

情報が連動するスマホ用のゲームアプリにより、日常生活の街でビンゴゲームが楽しめま

す。さらに、この技術を用いて地元商店街への誘客など O2O の仕組みも提供できます。 
 

キーワード 

位置情報 ＋ 時間 ＝ 思い出  
ゲーム感覚の地域文化アーカイブプラットフォーム 

株式会社トリトメ 

代表 西部 一英 
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